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１　資格，免許

アセスメントと看護技術Ⅲ 「アセスメントと看護技術Ⅲ」という科目において：日
常生活の援助および診療補助に関するアセスメントと看
護技術に関する講義・演習を担当した（主に排泄、与
薬、検査に関するアセスメントと看護技術の講義および
演習を担当）

バイタルサインの計測（心音聴取・脈拍・血圧測定）に
関する教材作成

「アセスメントと看護技術Ⅱ」という科目の一部を担当
している。その中でバイタルサインの心音聴取・脈拍測
定・血圧測定における教材を作成した

基礎看護学実習Ⅲ 「基礎看護学実習Ⅲ」という対象の個別性を踏まえ，対
象のニードに即した看護過程の展開の基礎を学び取り組
むことを目的とした実習科目において、施設との打ち合
わせ、実習指導などを担当している。学生が健康上の問
題を抱える人々との直接的なかかわりを通して、対象者
を統合的にアセスメントするプロセスを学ぶと共に、基
本的ニーズに基づいた日常生活援助を中心とした働きか
けができるように指導を行った

「看護展開論」の講義を担当していた。講義の際に使用
するための教材；中範囲理論について，ヘンダーソンの
理論について、看護過程の考え方についての教材を作成
した。

研究のキーワード

技術教育　　循環器看護

４　実務の経験を有する者についての特記事項

研究分野

３　教育上の能力に関する大学等の評価

基礎ゼミナールⅠ

看護展開論に関する教材作成
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２　作成した教科書，教材

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

「基礎ゼミナール」の科目責任者としてアカデェミック
スキルに関する講義・演習を担当した。

基礎看護学　慢性看護学

虎の門病院小児病棟緊急時対応研修 小児の緊急時における対応について新人を対象に1年間で
4回に分けて講習を行った。企画・うち３回の講義・演習
を行った

文京学院大学においてテニュア審査を受け、テニュア審
査に合格した。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

５　その他

保健師免許

養護教諭第2種免許

助産師免許

事項

２　特許等

看護師免許

看護展開論

アセスメントと看護技術Ⅱ 「アセスメントと看護技術Ⅱ」という科目において：日
常生活の援助に関するアセスメントと看護技術に関する
講義・演習を担当した。（主にバイタルサインの測定、
移乗・移送・清潔に関するケアの講義・演習を担当）

テニュア審査

「看護展開論」の科目責任者として担当し、看護過程に
ついて、基本的な考え方およびプロセスについて講義
し、事例を用いた演習を担当した。

アセスメントと看護技術Ⅳ 「アセスメントと看護技術Ⅳ」の一部を担当した。(主に
循環器障害の患者に対するアセスメント、感覚障害のあ
る患者のアセスメントと看護技術に関する講義・演習を
担当)



2023年4月～現在に至る

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
看護学生のための実習記録
の書き方

共著 2014 看護学生が実習記録を書くためのテキストを作
成するにあたり、分担者として看護過程につい
ての基礎について解説し、基礎看護学領域に関
連する実習記録の書き方について解説をした。
共著者：福田美和子、渋谷寛美、上松恵子、糸
井志津乃、西片久美子、小林尚司、藤本薫他

（学術論文）

看護基礎教育における模擬
患者を活用した教育方法に
関する文献検討

共著 2009年3月 淑徳大学看護学部紀要
第1号　pp.83‐90

国内文献を対象に、看護基礎教育における
模擬患者を活用した教育方法についての年
次推移及び概要について整理・分析を行
い、これらの結果を基礎看護学実習への導
入するにあたり、効果的な模擬患者の活用
方法などについて検討した。共著者：小林
三津子，大林（渋谷）寛美，野底奈月

学内演習と臨地実習をつ
なぐための新たな取り組
み－第1報－：「基礎看護
学演習」の実際（査読
付）

共著 2010年3月 淑徳大学看護学部において、２年次生に対し
て、１人の患者を継続して受け持ち看護を実践
する臨地実習を効果的に行うために、学内と臨
地実習とをつなぐ架け橋の役割という重要性に
着目して演習の位置づけた演習科目の取り組み
の一部を報告した。本人担当部分
共著者：小林三津子，大澤千恵子，大谷則子，
渋谷寛美，野底奈月

ナラティヴ分析による心
房細動を有する患者の病
気に対する認識－第2部
共通の語り－（査読付）

共著 2013年 心房細動患者が自身の病気に関してどのような
認識を持っているのかについて、患者の語りか
ら分析を行った。その結果心房細動患者の共通
の語りを通して、病気に対する３つの共通認識
が得られ、患者が語る内容を医療とは無縁の話
だと切り捨てようとせずそれらを受容する姿勢
を示すことの重要性が示唆された。
共著者：渋谷寛美，福田美和子，平田松吾

ナラティヴ分析による心
房細動を有する患者の病
気に対する認識－第1部
個人の語り－（査読付）

共著 2013年 心房細動患者が自身の病気に関してどのような
認識を持っているのかについて、患者の語りか
ら分析した。その結果心房細動患者の説明モデ
ルが明らかとなり、医療者は患者の語りを聴く
場を設定するなど，外来看護のあり方について
考えていく必要性が示唆された。
共著者：渋谷寛美，福田美和子，平田松吾

本学看護学科のリメディ
アル教育に関する現状と
今後の課題（査読付）

共著 2018年 少子化に伴う大学全入時代を迎え大学生の基礎
学力低下が問題視されつつある。本学看護学科
においても、学生に基礎学力の低下が見られ
る。看護系大学におけるリメディアル教育を概
観し、本学の看護学科の現状と今後の課題を検
討した。
共著者：増田元香，渋谷寛美，今井亮，山下明
美，宮本さとみ，横田素美

Exploring the
possibility of virtual
reality in nursing
skills education: A
preliminary study using
a first-person video
（査読付）

共著 2019年2月 看護教員が看護技術を実演している一人称視点
からの映像を撮影・編集し、そのVR教材をヘッ
ドマウント・ディスプレイにより看護学生に視
聴させ。その有効性を介入実験および質問紙調
査により検証した。
共著者：渋谷 寛美，江藤 千里，鈴木 真由美，
今井 亮，山下 明美，中野 理恵，川鍋 紗織，
横田 素美，渋谷 賢

４　その他

３　実務の経験を有する者についての特記事項

研究指導 文京学院大学実習病院である武蔵野徳州会病院看護部看
護研究に関する指導・サポートを行っている。

日本循環器看護学会誌9（１）
pp.81-90 日本循環器看護学会

日本循環器看護学会誌９（１）
pp.91-99 日本循環器看護学会

文京学院大学保健医療技術学部
紀要  第11巻　pp.1－6

Open Journal of Nursing, 9,
pp.163-172

淑徳大学看護学部紀要
第2号　淑徳大学 pp.81‐89

サイオ出版（pp9‐15、pp20‐
35）

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称



熟練看護師の看護技術を
疑似体験するバーチャル
リアリティ教材の開発：
自由記述分析による使用
感の評価（査読付）

共著 2020年9月 熟練看護師の気管吸引技術を装着カメラで撮影
した。一人称映像を学習者が視聴するVR教材を
開発した。看護学生36名はVR教材を体験後、そ
の使用感を自由記述により回答し、質的内容分
析を行った。本結果は、このタイプのVR教材が
疑 似体験や映像への集中力を誘発し、看護技術
の理解を促進する新たな学習ツールになる可能
性を示唆した。共著者：渋谷 寛美，江藤 千
里，鈴木 真由美，今井 亮，山下 明美，中野
理恵，川鍋 紗織，横田 素美，渋谷 賢

博士論文：心房細動を有
する患者の経口抗凝固薬
の服薬行動に対するスク
リーニングシートの開発

単著 2021年10月 心房細動患者に対する経口抗凝固薬の服薬行動
をサポートするために、服薬開始時に服薬中断
をするリスクのある患者をスクリーニングする
ためのシートを開発した。シートの予測能力、
信頼性、妥当性を検討した結果、服薬開始初期
で生じる服薬行動不良のリスクを良好に予測す
ることが示唆された。

Education programs for
invasive procedures
involving nurses: A
Scoping Review
（査読付）

共著 2024年5月 本研究では、看護師による侵襲的処置の教育プ
ログラムに関連した現存の文献をJoanna Briggs
Institute Reviewer’s Manualに準じてスコー
ピングレビューを実施した。5393件が同定さ
れ、最終的に83件の文献を分析した。対象と
なった侵襲的処置は、①血管穿刺と管理
（65%）, ②気道管理(28%)、③膀胱留置カテー
テルの挿入と管理（5%）、④皮膚膿瘍の切開と
排膿（2%）に分類された。教育プログラムの内
容の多くは、講義と実地訓練を組み合わせたも
のであった。
共著者：渋谷寛美、斎藤昭子、麦山真純、山路
野百合、江藤千里、渋谷賢

（その他）

応用力が身につく看護過程
バセドウ病患者の看護ケア
バセドウ病を理解するため
の解剖生理

単著 2010年1月 バセドウ病患者の看護ケアについて、事例を用
いながら病態生理の解説、NANDAの理論に基づい
たアセスメントから看護計画までの看護過程の
展開について解説をした。

（学会発表）
学生主体の看護実践能力向
上につながる臨地実習前の
OSCEの試み-地域住民の教育
力を活用して-

共同 2010年 4年次生の総合実習において，SP(Simulated
Patient)として地域住民の協力を得て，OSCE(
Objective Structured ClinicalExamination)を
実施したが、その目的と方法、SPの募集と役
割，課題や評価シート作成までの教員のジレン
マ，学生の反応などについて紹介し，学生主体
の看護実践能力につながるOSCEのあり方につい
て，参加者と意見交換を行った．
共同発表者：小林三津子、大澤千恵子、野底奈
月，渋谷寛美

心房細動に対する患者の認
識－ナラティヴ分析を用い
て－

共同 2012年 心房細動患者が病気に関する出来事をどのよう
に認識しているかについての，特徴的な語りが
得られた3名について報告し，循環器疾患を抱え
る患者に対する外来看護において，聴くことの
重要性について報告した．心房細動を有する患
者に対する外来看護のあり方についての意見交
換を行った．共同発表者：渋谷寛美，福田美和
子

心房細動を有する患者の治
療過程で形成される認識－
ナラティヴ分析を用いて－

共同 2012年 心房細動患者が病気に関する出来事をどのよう
に認識しているかについての，特徴的な語りが
得られた3名について報告し，循環器疾患を抱え
る患者に対する外来看護において，聴くことの
重要性について報告した．心房細動を有する患
者に対する外来看護のあり方についての意見交
換を行った．共同発表者：渋谷寛美，福田美和
子

看護技術の修得を促進する
バーチャル・リアリティ教
材の開発

共同 2019年 看護教員が看護技術を実演している一人称視点
からの映像を撮影・編集し，そのVR教材をヘッ
ドマウント・ディスプレイにより看護学生に視
聴させ，その有効性を介入実験および質問紙調
査により検証した結果についてポスター発表し
た。
共同発表者：渋谷 寛美，江藤 千里，鈴木 真由
美，山下 明美，横田 素美，渋谷 賢

「看護師による侵襲的処置
の教育プログラムに関する
研究：スコーピングレ
ビュー」

共同 2024年 看護師による侵襲的処置の教育プログラムに関
連した現存の文献をマッピングすることを目的
としJoanna Briggs Institute Reviewer’s
Manualに準じてスコーピングレビューを実施し
た結果についてパスター発表を行った．
共同発表者：麦山真純、渋谷寛美、齋藤昭子、
山路野百合、江藤千里

第30回日本看護科学学会学術集
会 講演集　p.196

東邦大学大学院看護学研究科博
士後期課程

日本シミュレーション医療教育
学会雑誌　第8巻　2020年

第12回日本シミュレーション医
療教育学会学術大会

第7回日本シミュレーション医
療教育学会学術大会　p.56

第30回日本看護科学学会学術集
会 講演集　p.196

第9回日本循環器看護学会学術
集会　抄録集p.112

Open Journal of Nursing（pp.
200-224）

ナ ー シ ン グ カ レ ッ ジ (1345-
4234)14巻1号 pp.60-76



（研究助成金・補助金）
科学研究費補助金（若手B）
心房細動患者における抗凝
固薬の内服継続に対する支
援プログラムの開発

研究代表者2016年－2019年 「心房細動患者の抗凝固薬の服薬行動継続に関
する支援プログラムの開発」の研究計画が採択
された。本研究は，心房細動患者の抗凝固療法
の内服アドヒアランスおよびQOLを維持するため
の病態管理を含めた療養行動を向上するため
に，チーム医療の理念に基づいた支援プログラ
ムを確立することを目的として実施した。質問
紙を作成し、対象者に調査を実施した。

科学研究費補助金（基盤C）
新人看護師の実践能力向上
を支援する気管吸引用VR教
材の開発

研究代表者2020年－2024年 　本研究では、侵襲性の高い気管吸引技術に関
する教育の質を高めるため、VR教材の開発を目
指した。気管吸引は患者への身体的負担が大き
く、新人看護師には早期から実施能力が求めら
れる重要な技術であるが、その習得には困難を
伴う。教材開発には至らなかったものの、教育
手法の現状把握を目的としたスコーピングレ
ビューを実施した。さらに、国内において在宅
で介護を行っている家族介護者を対象に、どの
ような侵襲性のある処置を担っているか、また
その教育支援の実態に関する調査を実施し、現
在分析を進めている。

科学研究費補助金（基盤C）
在宅介護を担う家族に向け
た痰吸引のVR教材の開発

研究代表者2025年－2029年


